
  

 
 
 
 
 

ことばは「言霊(ことだま)」、美しい一年を締めくくる 

校 長 五十嵐 宰 

 

年の瀬が近くなってきましたが、今年はどんな一年だったでしょうか。北海道でも多くな

った真夏日や猛暑日、ヒグマの生活圏への出没、物価高などなど、これによって複雑な思い

を抱いている方も少なくないと思います。しかし、そんな年だからこそ、一年の締めくくり

を大事にして美しく飾りたいものです。物事の締めくくりという意味で、「けじめ」や「後

始末」を日本人は大事にしてきました。「後始末」には、「物事の区切りをつける」「人や

物への感謝を深める」「次に向けた心の準備をする」など、単なる礼儀作法を超えた働きが

あります。一年の終わりに、自分の「言葉」をフィルターにして、改めて日々の生活を振り

返ってみたいものです。 

『子どもに伝える日本国憲法』(井上ひさし著)の中で、戦争放棄について記されている文

があります。 

 

 

 

私たち人間はたくさんの言葉をもっています。でも、友達や親子、大人同士の関係の中で、

通じ合う言葉を見つけることができずに、暴言を吐いたり手が出てしまったりすることはな

かったでしょうか？ 花園小ではありませんが職員室で、「人が傷つくような言葉を平気で使

う児童が意外に多い」ということが話題になることがありました。いうまでもなく、言葉は

大切です。言葉の使い方や使う順番によって、同じことを言っても印象がまるで違うことを

何度も経験しましたし、失敗もたくさんしました。言わなければよかったことだって…。逆

に、使う言葉からその人の品格を感じさせる場面だってあります。  

「言霊(ことだま)」という言葉があります。言葉に宿る霊の意味です。古代の日本人は、

言葉には霊が宿っており、その霊力が働いて言葉として発していると考えていたといいます。

よい言葉を発するとよい事が起こり、不吉な言葉を発すると凶事が起こるとされてきたわけ

です。だからこそ､美しい言葉を探して使うということが、日本人の生活に根づいていったの

ではないかと思えてなりません。

子供たちには「よい言葉」「温か

みのある言葉」を自然に使える人

になってほしいと願います。物や

人を攻撃する言葉や冷たい言葉

は、何も生み出さないこと。それ

によって、自分の身の回りを破壊

するし、凍らせていくことになる

ことも伝えなければいけないのかもしれません。 

よい年をお迎えください。そして、2026 年もどうぞよろしくお願いいたします。  

どんなもめごとも ／ 筋道をたどってよく考えて 

ことばの力をつくせば ／ かならずしずまると信じる 

考えぬかれたことばこそ ／ 私たちのほんとうの力なのだ 

ひとつのことば ＜北原白秋＞  

ひとつのことばでけんかして／ひとつのことばでなかなおり  

ひとつのことばで頭が下がり／ひとつのことばで心が痛む  

ひとつのことばで楽しく笑い／ひとつのことばで泣かされる  

ひとつのことばはそれぞれに／ひとつの心を持っている  

きれいなことばはきれいな心／やさしいことばはやさしい心  

ひとつのことばを大切に／ひとつのことばを美しく 
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笑顔いっぱい いのちかがやけ 花園の子 



 

  

 

 

 

  

 

  

 

  

日 月 火 水 木 金 土 
９/２８ １2/29 1２/30 １２/31 １ ２ ３ 

 学校閉庁日 
冬休み（1/15まで） 

学校閉庁日 
 

学校閉庁日 
 

学校閉庁日 
 

学校閉庁日 
 

学校閉庁日 
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小中学校書写展 
（1/9まで） 
小樽スキー学校① 

 
イングリッシュスクール 
小樽スキー学校② 

 
イングリッシュスクール 
小樽スキー学校③ 

 

１１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ 

 成人の日 
 

 
 

  3 学期始業式 
3 時間授業 
分団下校 
職員会議 

 

１８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ 

 児童会 
 

菁園中 朝の読み聞かせ お話の会（１～４年） 

森スクールカウンセラー来校 

小中図工美術展 
（1/25まで） 

小樽の歴史出前授業（５年） 
租税教室（６年） 
研修日 

フッ化物洗口  

２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０ ３１ 

 

 

   

 
 
 

いのちの日集会 
 
 
 

B日課５時間授業 

市教研 

森スクールカウンセラー来校 

スキー学習(４・５年生) スキー学習(３・６年生)  

１２月２５日から１月１５日までの期間で冬休みが始まります。冬休みは子
どもたちにとって楽しい行事も多くあります。一方で、道路状況や日没が早い
ことでの危険性が高まる時期でもあります。 
子どもたちが安全で楽しい冬休みを過ごせるよう、以下の内容をご家庭でも

ご指導をよろしくお願いいたします。 
 
・危険な場所（屋根の上、軒下、川のそば、がけなど）や工事現場等では遊ばな
いようにしましょう。 

・道路でのそり遊びは、絶対にしないようにしましょう。 
・歩道と車道の間の雪山の上を歩かないようにしましょう。 
・除雪車や除雪機のそばには近づかないようにしましょう。 
・人や車などに向かって、雪玉をぶつけないようにしましょう。 
・外出する時は、行き先や帰宅時刻を家の人に伝えましょう。 
（４時頃には暗くなります。） 

・不審者や不審な電話には、絶対に応じないようにしましょう。 
・たくさんのお金を持って、外出しないようにしましょう。 
また、お金の貸し借りやおごったりおごられたりしないようにしましょう。 

・テレビやゲーム、そして携帯電話やスマートフォンを使用する時間や使い方
を、おうちでしっかり考えましょう。 

tetoru でもお伝えしております通

り、北海道教育委員会から調査の

依頼が今年もきました。対象は全

家庭（全児童）となります。 

tetoru に添付の内容をご確認の

上、令和８年１月１６日(金)まで

に必ず Web から回答をお願いい

たします。 

体罰等に係る実態調査
児童が自分の生活を振り返ることで自己管理能力を育成

し、生活習慣の改善を図ることをねらいとし、夏休みと同

様に「花園 冬休み生活リズムチェックシート」をクラス

ルームに課題配信しています。クロームブック上での作

業になります。ご家庭での声掛けもお願いします。 

※学校への提出は、最後の入力を終えたのちクラスルー

ムから提出してください。わからない場合は、登校後に学

校で対応します。 

生活リズムのチェックを！

１月７日（水）～９日（金）の３日間、市立小樽美術館１階市
民ギャラリーにおいて『小樽市小中学校書写展』が行われます。
展示時間は午前１０時～午後５時です。本校からも３年生から
６年生までの習字作品を出品しています。市内の小中学生の作
品が集まります。お子さんと一緒にぜひご覧ください。 


